
 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

<R6.3.9 開催事例検討会感想>   

 令和 5 年度事例検討会が無事に終わりま

した。今回の事例検討会では 7 題の事例を

元に、在校生と卒業生、現役教員でグルー

プに分かれて事例検討を行いました。検討

会では、卒前、卒後教育をテーマに「卒業

生」「在校生」「教員」総勢 60 名がひと

つの空間で繋がり、臨床での事例をもとに

色々なディスカッションを行うことで学習

が深まった非常に良い会となりました。

様々な分野で活躍されている卒業生と実習

を控えた学生やこれから臨床に出る在校生

などが交わることで色々な話が飛び交い、

とても活発なディスカッションを行うこと

ができました。 

 

今回、演題発表を行っていただいた方々

並びに座長を務めていただいた方々に感謝

しております。また、この度の事例検討会

を踏まえまして来年度はさらに有意義で進

化した事例検討会を実施しています。来年

度のご参加もお待ちしております。演者・

座長・運営・参加者全て、皆様の協力の元

素敵な会となりました。今回はご参加いた

だき誠にありがとうございました。 
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＜アンケート結果＞   

1. 今回の講演会について  

・臨床での視点に触れることができ、大変 

参考になりました。（複数回答） 

・分野別ならではの意見も多く非常に有意 

義な時間でありました。（複数回答） 

・今まで使用したことの無い評価バッテリ 

ーをなどを知ることが出来る貴重な機会 

になりました。 

・身体障害領域のみではなく精神科領域の 

発表も聞くことができ、様々な視点で学 

べ、今後の実習でも生かそうと思います。

（複数回答） 

・グループディスカッションについて新た 

な試みで非常に面白かった。1 事例に対 

しての時間がもう少し欲しかった。 

・学生も参加していたため、もう少し時間 

があれば評価についてや講演演題につい 

ても説明することができたが、今回は不 

十分だったため申し訳なかった。 

・今後も機会があればぜひ参加したい。 

（複数回答） 

・今回は PT・OT 分けずにディスカッショ 

ンができたことは、参加者の刺激になっ 

たと感じました。また、在校生が参加する 

ことで意識の変化が見えることを期待。 

・今回の内容はボリュームがあってディス 

カッションや質疑など不燃焼に思う人も 

いたのかなと思いますが、役員の皆様、企 

画・運営本当にお疲れさまでした。 

・話し合いが活発で、在校生が発言しやす 

い場であった。 

・座長として貴重な経験をさせていただき 

ました。 

2.同窓会の進行はスムーズだったか  

（はい 72.2％・いいえ 27.8％）  

3.講演時間について 

（適切 61.1％・長い 11.1％・短い 27.8％）  

4.事例検討会の案内について 

（適切だった 94.4％・適切ではなかった 

5.6％）  

5. 今後の講演会への希望 

・心臓リハビリテーションについて 

・今回のように多様な実践をしている卒業 

生の事例を、グループ検討することを継 

続または、定期開催を希望いたします。 

・参加者が主体的に取り組めるので事例検 

討やディスカッションがいいと思います。 

・今回のアンケート結果を踏まえて、次年 

度にもう一度「症例検討会」を企画してい 

ただきたいです。 

・日本 OT 学会や回復期リハ研究大会、デ 

イケア研究会の札幌開催に合わせたコラ 

ボ企画 

6. 事例検討会についてご意見 

・発表に際して予演会などを行っていない 

ため、制限時間内に読み切れる内容では 

なかった。事前に資料の配布を行い読ん 

できてもらう等の工夫必要。（複数回答） 

・症例検討であるならば演題を減らしてで 

も検討事項に対してもっと時間を割き質 

問や確認事項などをもっと積極的に行え 

るようした方がいいと思う。（複数回答） 

・もう少し検討する時間、発表する機会が 

あるとより良いと感じた。（複数回答） 

・グループ内で症例検討する時は、最初に 

自己紹介をする時間を設けたほうが緊張 

が解け、その後のディスカッションがス 

ムーズに進められると思いました。 

・これから臨床に出る人や経験年数の浅い 

セラピストの方の不安や日々の悩みをざ 

っくばらんに相談できるのも「同窓会」の 

いい所だと思いますので、今後もこのよ 

うな会が継続できるとよいと感じました。 



・発表者の方にも還元できるものであって 

ほしい。座長の方から一言でも発表者の 

方へのコメントやアドバイスがあっても 

良かったな、と感じました。 

＜編集後記＞   

春の陽射しを感じるこの頃、ご健勝にお

過ごしのことと存じます。  

 事例検討会に参加していただいた皆様、

アンケートのご協力ありがとうございまし

た。また、お忙しい中、演題発表を行ってい

ただいた皆様、座長を務めていただいた

方々、改めて感謝申し上げます。 

今回の事例検討会では実際の臨床の生の

声や普段携わっていない分野の話、職種ご

とに違う観点から検討することができ、実

際に臨床に活かせることが出来る意見も多

くあり、とても有意義な機会になったので

はないかと思います。 皆様からの貴重な

ご意見を次回に活かしより良い企画・運営

に尽力いたします。 

 さて、令和 6 年度も講演会・事例検討会

につきましては講演内容を検討し実施する

予定です。内容が決まり次第、ホームペー

ジ、Facebook、LINE@、Instagram にて告

知致します。次回の講演会・事例検討会も皆

様のご参加をお待ちしています。  

   

編集者：佐藤祐弥 村山穂果  

    伊藤悠莉 

 


